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この頃（この原稿を書いている 3 月下旬）、雨が続いて気温もすこし低めになって春らし

い陽気です。センター敷地内やまわりの山肌には桜の花のピンク色が見られるようになっ

てきています。昨年 9月末に発生した悲しい事件から 6カ月の時が経過しようとしていま

すが、未だに複雑な気持ちを抱えていらっしゃる会員の方もおられると思います。しかし、

センターの傷病鳥獣保護事業は新しく動き出す準備を始めています。会員の皆さんに最近

の状況をお知らせしたいと思います。 

 

 

鳥カフェと名付けられた大型野外ケージ

は、ご存じの方も多いと思います。センターを

訪れた一般の方が飼育されている傷病野鳥の

様子を観察できるようになっていて、いくつか

ある野外ケージの中でも目立つ存在でした。新

しい運営体制の準備のためにほとんどの野外

ケージを取壊すことになり、鳥カフェもセンタ

ー職員が中心となり、高所の作業に慣れている

数名のボランティアさんの手もお借りして解

体されました。現在はきれいに整地されて

います。 

 

 

センターは1月の下旬から哺乳類に限

り傷病動物の受け入れを再開しました。

現在は 2 月 5 日に持ち込まれたタヌキが 1

頭だけ保護されています。ひどい疥癬症に罹

っていましたが、治療を受けて身体をおおっ

ていたかさぶた状の硬い皮膚はほとんど落ち、

少し体毛も生えてきました。早く山に帰れる

と良いですね。 

 

 

ネットと屋根を外された鳥カフェ 

センターで保護中のタヌキ（    ） 
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※E2 上下反対につけています 
 

P5 トビ 

E2 チョウゲンボウ 

 

 

 

足環プロジェクトとは 

足環を付けた放鳥個体が野外で発見もしくは再捕獲等されることで 

その個体の生存年数、移動範囲・距離などを知る為の活動です。 

詳しくは「RUNNER」vol.16 を御覧下さい。 

2023 年春号  放野一覧 

足環番号 種名 放野日 放野場所 

P3 トビ 2022/5/30 平塚市 

P4 チョウゲンボウ 2022/7/5 相模原市 

P5（右） トビ 2022/8/8 平塚市 

E2 チョウゲンボウ 2022/10/26 秦野市 

※P3 のトビは 6 月 21 日に再保護され、その後死亡しま

した。 

【NPO法人 野生動物救護の会】 

Tel : 0463-75-1830 e-mail : wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp 

【神奈川県自然環境保全センター・自然保護課】 

Tel : 046-248-6682 

鳥の詳しい情報はこちらに載せています。 

（放野の光景を動画で見ることができます）             

ブログ URL ： http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo 

 

(写真提供：神奈川県自然環境保全センター) 

 ★こんな足環をつけた野鳥を見かけたら下記まで連絡してください★ 

 
 

 

 

放野までの様子は RUNNER_vol38 
チョウゲンボウの飛行訓練(M プロジェクト)
をご覧ください 

P4 チョウゲンボウ 

tel:0463-75-1830
tel:046-248-6682
http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo
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2022 年度事業報告
2023 年度事業予定(案)

2023 年度が 4 月よりスタートして早くも 2
か月が過ぎようとしています。長く苦しめられ

た新型コロナウィルス感染症は 5月より季節性
インフルエンザなどと同じ「5 類」に移行し、

行動の自由度も格段に上がったように思いま
す。世間では様々なイベントが再開され、旅行

などの制限もなくなり多くの人たちが外出し
春から初夏の季節を楽しんでいる姿が多く見

受けられるようになりました。いよいよアフタ
ーコロナの世界が始まったことを実感する

日々です。
それに伴い、本年度からは弊会もほぼ通常通

りの活動を再開させることができる見込みと

なりました。コロナ禍でも継続して行ってきた
衝突調査、痕跡調査や樹洞性哺乳類・鳥類調査

などの調査活動はもちろん、各種イベントへの
参加や体験教室・探鳥会の開催など、多岐にわ

たる活動を予定しています。会員の皆様には都
度お知らせいたしますので、その際には是非ご

参加・ご協力をよろしくお願いいたします。
6 月に予定されている定期総会では、昨年度

の総括や今年度の事業内容についてご意見を
いただきたく、ここに前年度の活動報告と今年

度の活動予定を掲載します。皆さまには是非目
を通していただき、ご検討をお願い致します。

2022 年度 NPO 法人野生動物救護の会 事業報告

１． 傷病鳥獣救護の直接的事業

傷病鳥獣の救護ボランティアの推奨 通年 自然環境保全センター

Mプロジェクト（猛禽類のリハビリ） 通年 プロジェクト参加者自宅

２． 救護ボランティアを養成する事業

野生動物救護ボランティア講習会 中止 自然環境保全センター

野生動物救護ボランティア講習会修了式 中止 自然環境保全センター

３． 主に会員を対象とした啓発事業

探鳥会 中止 近隣各所

野生動物痕跡調査講習会 中止 自然環境保全センター

４． 主に市民を対象とした啓発事業

企画展示 ブナの森ギャラリー

「野生動物救護の会 活動」

9月～10月 自然環境保全センター

秦野市民まつりへの参加

動物フェスティバル

動物フェスティバルかながわ inよこすかへの参

加

さがみ自然フォーラムへの参加

11月 3日

10月 22日

10月 23日

2月

秦野市カルチャーパーク

横須賀市ヴェルニー公園

アミューあつぎ

環境教育

はだのエコスクール

はだのエコスクール

はだのエコスクール

10月 14日

12月 16日

2月 7日

山辺保育園

堀川小学校

西小学校
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５． 情報発信的事業

会報誌ＲＵＮＮＥＲの発行

Vol.37

Vol.38

4月

12月

ホームページの運営 会員への情報発信 通年 野生動物救護の会事務局

６． 調査・観察的な事業

秦野市立図書館衝突調査 4月 22日、5月 27日

6月 24日、7月 29日

8月 26日、9月 30日

10月 28日、12月 2日

1月 17日、㋀20日、

2月 24日、3月 31日

秦野市立図書館

羽根標本等の標本作成 年数回 自然環境保全センター

樹洞性哺乳類・鳥類調査 通年 自然環境保全センター

野生動物痕跡調査 通年 自然環境保全センター

足環プロジェクト 通年 自然環境保全センター

７． 関係団体との協働的事業

丹沢大山ボランティアネットワーク総会

丹沢大山ボランティアネットワーク講演会

丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会

書面開催

中止

4月 5日、6月１日、

9月 7日、12月 7日、

3月 1日

自然環境保全センター

自然環境保全センター

自然環境保全センター

傷病鳥獣保護連絡協議会 3月 15日 自然環境保全センター

自然発見クラブ 野鳥の羽根標本づくり

        野鳥の巣箱づくり

8月 20日

2月 18日

自然環境保全センター

自然環境保全センター

   ８． 運営的事業

ＮＰＯ法人 野生動物救護の会定期総会 6月 25日

救護の会の事務的管理（名簿・会費・物品など） 通年 野生動物救護の会事務局

野生動物救護の会の理事会・スタッフ会議 随時 自然環境保全センター

傷病舎大掃除 中止 自然環境保全センター

９． 各種助成金による事業

サントリー世界愛鳥基金助成金による絵本作成事業

「猫により傷つく野鳥を減らすための普及啓発活動用」

緑を育む集い助成金事業 自然環境保全センター

丹沢大山自然再生委員会調査・研究助成金 自然環境保全センター
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2023 年度 NPO 法人野生動物救護の会 事業予定（案）

１． 傷病鳥獣救護の直接的事業

傷病鳥獣の救護ボランティアの推奨 通年 自然環境保全センター

Mプロジェクト（猛禽類のリハビリ） 通年 プロジェクト参加者自宅

２． 救護ボランティアを養成する事業

野生動物救護ボランティア講習会 検討中 自然環境保全センター

野生動物救護ボランティア講習会修了式 検討中 自然環境保全センター

３． 主に会員を対象とした啓発事業

探鳥会 年数回 近隣各所

野生動物痕跡調査講習会 年数回 自然環境保全センター

４． 主に市民を対象とした啓発事業

企画展示 4月～6月 自然環境保全センター

誤認保護防止のためのチラシ配布 未定 伊勢原市立総合運動公園

よこすか動物フェスティバルへの参加

秦野市民まつりへの参加

動物フェスティバルかながわへの参加

さがみ自然フォーラムへの参加

その他のイベントへの参加

未定

未定

10/22

2月頃

随時要請あれば

各種要請による講演 随時 各会場

環境教育

学校からの要請による環境教育 随時 各学校等

５． 情報発信的事業

会報誌ＲＵＮＮＥＲの発行 年数回

ホームページの運営 会員への情報発信 通年 野生動物救護の会事務局

６． 調査・観察的な事業

秦野市立図書館衝突調査 月１回程度 秦野市立図書館

羽根標本等の標本作成 年数回 自然環境保全センター

樹洞性哺乳類・鳥類調査 通年 自然環境保全センター

野生動物痕跡調査 通年 自然環境保全センター

足環プロジェクト 通年 自然環境保全センター
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７． 関係団体との協働的事業

丹沢大山ボランティアネットワーク総会

丹沢大山ボランティアネットワーク講演会

丹沢大山ボランティアネットワーク世話人会

書面開催

未定

年数回

自然環境保全センター

自然環境保全センター

自然環境保全センター

傷病鳥獣保護連絡協議会 未定

自然発見クラブ 野鳥の巣箱づくり 2月予定 自然環境保全センター

   ８． 運営的事業

ＮＰＯ法人 野生動物救護の会定期総会 ６月 25日

救護の会の事務的管理（名簿・会費・物品など） 通年 野生動物救護の会事務局

野生動物救護の会の理事会・スタッフ会議 随時 自然環境保全センター

傷病舎大掃除 未定 自然環境保全センター

９．各種助成金による事業

丹沢大山自然再生委員会調査・研究助成金 自然環境保全センター

2023 年度も

よろしくお願いします！
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“救護の会 ブログ“ 更新中です！

◆野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介！

 日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html

衝突調査

◆秦野市立図書館衝突調査

▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 2023 年 6 月 30 日、7 月 28 日、8 月 25 日

▽場所 秦野市立図書館

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！

 定期総会

◆第 16 回 NPO 法人 野生動物救護の会 定期総会

  ▽日時：6 月 25 日（日）

▽場所：神奈川県自然環境保全センター レクチャールーム

☆★会員へのお誘い★☆

当会は、設立趣旨にご賛同頂きました皆様方の会費によって運営されております。

      ★一般会員：年会費 2,000 円

      ★学生会員：年会費 1,000 円

私たちの活動を支えて下さる賛助会員も同時に募集しています

★賛助会員：年会費 法人一口 5,000 円/個人一口 3,000 円 一口以上

 ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会
【振込先】

発行月：2023 年 5 月  発行：特定非営利活動法人 野生動物救護の会  電話：0463-75-1830

〒259-1306 神奈川県秦野市戸川 1086 番地の 4   ホームページ：http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/

編集者 平沼亜矢子 森紀美子 神崎さつき

＊詳細は当会ホームページをご覧ください＊

 イベント

◆本町小学校 エコスクール 6/27 （火）

◆山辺保育園 エコスクール 10 月予定

◆動物フェスティバルかながわ

▽日時：2023 年 10 月 22 日（日）

◆探鳥会 数回開催予定

どなたでもご参加いただけます
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